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チャンバートップ 工事説明書

本製品は、以下の寸法を満たす
チャンバー室にのみ取り付ける
ことができます。設置前に、チャ
ンバー室の各寸法を確認してく
ださい。

チャンバーアダプタ

（１個）

排気ジョイント

（１個）

工事説明書

（１部）
ドレン受け

（１個）

ドレン受け固定板

（１本）

取付バンド

（１本）
直排気筒（A）

（１個）

L排気筒

（１本）

直排気筒（B）

（１本）

（１枚）

排気板（イ）

（１枚）

排気筒止め板

（３本）
排気筒止めバンド

（３本）

ねじセット

（１袋）

（６個）

ちょうねじ
（M4×8）

（２個）

六角ナット※ ※

※ユニバーサルチャンバーへの設置時に使用します。

（６個）

ばね座金

（６個）

小型丸平座金

（12個）

φ20座金

（2個）
タッピンねじ（4×8）

（4個） （６個）

なべ小ねじ（M4×8）

（８個）

なべ小ねじ（M4×15）

（６個）

排気板（ロ）

木ねじプラグ
（SX 6×30）

木ねじ（φ4.8×ℓ38）

ね
じ
セ
ッ
ト（
詳
細
）

1． 機器本体に同梱の「設置工事説明書」に基づき、機器を設置します。
2． チャンバーの下記の位置に下穴（6か所）を開け、木ねじプラグを打ち

込んだのち、木ねじ（φ4.8× 38）で排気筒止め板を固定します。
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（単位：mm）

チャンバーの幅（W） ………………………………………… 300mm以上
設置壁厚（B） …………………………………………………… 300mm以下
チャンバー奥行（D）＋壁厚（B） ……………………………… 524mm以上
※ただし、壁厚（B）が 235mmを超える場合は、以下の寸法も満たす必要があります。
チャンバー奥行（D） …………………………………………… 290mm以上

本品を指定する機器にご使用ください。
作業時はけが予防のため、手袋などで手を保護してください。

6． チャンバーアダプタをスライド
させて位置を合わせ、排気筒を
チャンバーアダプタに差し込み
ます。接続部をシール材でコー
キングし、タッピンねじ（4×8）
1本で固定します。

なべ小ねじ（M4×8）

ドレン受けケース本体から外した
ねじ2本

ドレン受け固定板

この部分をケース本体に
突き当てる

給気口

ケース
本体

排気筒

チャンバー
アダプタ

タッピンねじ
（4×8）

3． ドレン受けとドレン受け固定板をな
べ小ねじ（M4× 8）2本で固定しま
す。次にドレン受けの平面部分を
ケース本体に突き当てて、
ケース本体から外したねじ
2本で固定します。

4． ケース本体から取り
外したねじ 4本で、
排気ジョイントを固
定します。

5． なべ小ねじ（Ｍ4× 8）4本
でチャンバーアダプタを取
り付けます。

排気ジョイント外す

ケース本体から
外したねじ4本

なべ小ねじ
（M4×8)

チャンバー
アダプタ

7． チャンバーアダプタと直排気筒（B）をス
ライドさせ、L排気筒を下記の位置に合
わせます。次に排気筒止めバンドと下記
ねじ類で排気筒を固定します（2か所）。

L排気筒 平座金

小型丸平座金

なべ小ねじ
（M4×15）

ばね座金

六角ナット 排気筒止め板

直排気筒（B）

チャンバーアダプタ

排気筒止め
バンド

L排気筒

同一平面に
なるように
する

外壁

150
※

※外壁の厚さによっては、同一平面に
　できない場合もあります。

設置工事は専門の資格者が行う
● 機器本体およびこの製品の設置工事には専門の資格・技術が必要です。
設置工事は必ずお買い上げの販売店に依頼し、お客様自身での設置工
事は絶対に行わないでください。思わぬ事故となります。

設置工事をされる方へ
● この説明書と機器本体の設置工事説明書、「ガス機器の設置基準及び実
務指針」（一般財団法人日本ガス機器検査協会刊）をよくお読みになり、
正しい設置工事を行ってください。この説明書および機器本体の設置
工事説明書に記載されている以外の方法による設置工事が原因で生じ
た事故および損傷、人身事故等は設置工事者の責任となります。

● 燃焼機器を設置する場所は、建築基準法や火災予防条例に定める防火
処置等に適合する必要があります。また当該地区の市・町・村等の火
災予防条例にも従ってください。

1

2

設置前の確認

梱包部品の確認

3 取り付けかた



8． ① あらかじめ排気板（ロ）のつめを直排気筒（A）のA部に引っ掛けて
あてがいます。

② タッピンねじ（4× 8）で固定するため、※部の穴いずれか1か所
選んで直排気筒（A）に印を付け、直排気筒（A）にφ3.1 の穴をあ
けます。

③ 直排気筒（A）のA部に排気板（ロ）のつめを引っ掛け、折り曲げて
しっかりと固定してから、排気板（ロ）の※部の穴（②で選んだ方）
1か所をタッピンねじ（4× 8）1本で固定します。

④ 次に排気板（イ）を組み合わせ、ちょうねじ2本で固定します。

9． 直排気筒（A）を L排気筒に差し込み、下記の位置に合わせます。接続
部をタッピンねじ（4× 8）1本で固定したのち、排気筒止めバンドと
下記ねじ類で固定します。L排気筒と直排気筒（B）の接続部もタッピ
ンねじ（4× 8）1本で固定します。

10． 排気漏れがないよう、排気筒の接続部をシール材でコーキングします
（3か所）。

11． チャンバーアダプタのA部に取付バンドをかけ、なべ小ねじ（Ｍ4× 8）
2本で固定します。

12． ドレン受けの接続ねじ（R1/2）に市販のフレキパイプや銅管を接続し、
チャンバーの外の排水溝へ配管します。

●機器にチャンバーアダプタを取り付けた状態 （単位：mm）

つめ

排気板（ロ）

タッピンねじ（4×8）

直排気筒（A）には
φ3.1の穴をあけて
ください。

①

②

③

③

③
※

直排気筒（A）

　A部
（左右2か所
　あります）

ちょうねじ

排気板（イ）

④

④

曲げ方向
に注意

直排気筒（A）

排気筒止め板

六角ナット

ばね座金

L排気筒

タッピンねじ（4×8）

タッピンねじ
（4×8）

（接続部にはφ3.1の
　穴を開けてください）

排気筒止めバンド

なべ小ねじ
（M4×15）

小型丸平座金
小型丸平座金

直排気筒（B）

チャンバーアダプタ

A部

なべ小ねじ
（M4×8）

取付バンド
チャンバーアダプタ
A部詳細

150

20以上

直排気筒（A）

外壁

L排気筒
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ガス接続口（Ｒ１／２）
給湯接続口（Ｇ１／２Ｂ）
給水接続口（Ｇ１／２Ｂ）

（機器取付ピッチ）

（
壁
固
定
ピ
ッ
チ
）

ふろ接続口（戻）

ふろ接続口（往）
（φ１２．７）

（φ１２．７）

６×３６×８
（長円）

１４８～３００
２４７～３９９

４３７～５８９
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排気筒
チャンバーアダプタ

ドレン受け固定板
ドレン受け
ドレン排水接続口（Ｒ１／２）
取付バンド
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207

排気ジョイント

32
14 ふろ接続口（戻）

ふろ接続口（往）

オーバーフロー
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（
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）

ガス接続口（Ｒ１／２）
給湯接続口（Ｇ１／２Ｂ）
給水接続口（Ｇ１／２Ｂ）

（上方からの透視図）
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機器

チャンバー

市販のフレキパイプや
銅管等

チャンバーの外の
排水溝へ
配管

電装ユニット上のスイッチを操作して変更します。この操作を行わないと、
不完全燃焼などの原因になります。

1． 機器本体のフロントカバーを取り外します。

3． 設定スイッチ（SW3）を 1秒間押して、LED3を点灯させます。
 ここで、LED3が点滅している場合は、再度設定スイッチ（SW3）を 1

秒間押すと、LED3が点灯に変わります。

4． LED3 の点灯を確認したら、そのまま放置し、約 1分後に LED3が消
灯するのを確認します。

 これで、設定が完了です。

（注）上記の設定変更以外の操作をしないでください。他の設定が変更され
ると、運転できなかったり、燃焼不良の原因となります。

SW1を 1秒間押すごとに、LED1は以下のように切り替ります。

消灯 点灯 点滅 点滅

LED1 LED2 LED3 LED4 LED5

SW1 SW2 SW3 SW4 SW5

LED1 LED3

設定スイッチ（SW3）

モード切替スイッチ（SW1）

2. 電装ユニット上の LED1が消灯していることを確認します。
 LED1 が消灯していない場合は、モード切替スイッチ（SW1）を 1秒

間押して、LED1を消灯させてください。

（注） 排気板は必ず取り付けてください。
 取り付けないと排気が再循環して燃焼不良が発生します。

ユニバーサルチャンバーの場合
・ 排気板（イ）、排気板（ロ）を、
φ20座金、ちょうねじで、チャ
ンバー室内側から固定します。

ちょうねじ
φ20座金

排気板（イ）

排気板（ロ）

（一旦取り外し、再度取り付ける）

4

5

排気モードの設定を変更

外形寸法図


